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音書 10 :17 -27）
１　問題の所在と研究の方法
マルコ福音書 10 章 17 に言われている「永遠の命 zwh. aivw,nio,j を受け継ぐ」ことは 23 節で
「神の国に入る」ことに言い換えられ、さらに 26 節では「救われる swqh/nai」ことに言い換え
られている。また、この「救われる」という言葉は、マルコ福音書では、イエスに癒された


















ダヤ戦争（CE66 -70）におけるエルサレム陥落（CE70）の前後を想定するのが多数意見 1 で
ある。その根拠として言われていることはいくつかあるが、その第一は、13 章 5-23 節で終
末を預言するイエスの言葉とされているいわゆる「小黙示録」が、おそらくユダヤ戦争と関
連し、エルサレム陥落を前提していると見做せることである。第二に、十字架上のイエスの








紙一 4 やコリントの信徒への手紙一 5 などに用例がある。そこでは、福音とは、十字架につけ
















ば 7、福音書の執筆時期は 70 年代初期と見るべきであろう 8。しかし、70 年の神殿崩壊の状況
がこの通りではないことから 9、マルコがこれを書いたのは 70 年の前であると見る見方もあ
る 10。これらのことから、われわれは、マルコによる福音書の執筆年代を 70 年のエルサレム
陥落の前後とし、それ以前か以後かの判断は保留にせざるを得ないと考えて論を進めること
にする。「永遠の命」（zwh.n aivw,nion）という表現は、紀元前 2 世紀から 70 年以降を含む紀元




「永遠の命」（zwh.n aivw,nion）という表現を含む紀元前 2 世紀から紀元 1 世紀ごろのユダヤ
教の文献として、代表的な例としては、ダニエル書の七十人訳 LXX（12 :2）、エチオピア語エ










もとに平安を得る」12 と書かれている。エノク書において、この永遠の命という表現（37 :4, 




の用例に実証される。マカバイ記二は紀元前 2 世紀後半に書かれたとされるが 14、ここでは、
アンティオコス・エピファネスのユダヤ教迫害のもとで律法を守り続け、殉教を選ぶ兄弟が、





















































て認識している律法学者に、「あなたは、神の国から遠くない」（マルコ 12 :33 -34）と言って
いる。












４　1 : 15 「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」
しかし、その一方、マルコ福音書のイエスの発言としては、神の国に入ることを、死後の
ことではなく、今生きているこの生の問題として考えさせる言葉もある。マルコ 1 章 15 節に
よれば、イエスの基本的な宣教使信は、「神の国は近づいた、悔い改めて福音を信ぜよ」であ
った。これは、人々に、今、ここでの神への立ち返りを促すものである。



































































マルコはまた、1 章 6 節、イエスの出現を預言した洗礼者ヨハネを、終末の先触れとしてユ
ダヤ教で伝説的に待たれてきたエリヤを思わせる書き方で描くことによっても、今現在のこ
の世への神の国の到来を印象付けている。ここでの、ラクダの皮衣と革の帯を身につけた洗
礼者ヨハネは、列王記下 1 章 8 の、次のようなエリヤの描写と重ね合わせられている―「『毛
衣を着て、腰には革帯を締めていました』と彼らが答えると、アハズヤは、『それはティシュ
ベ人エリヤだ』と言った」（列王下 1:8）。終末に先立ってやってくると考えらえているエリヤ
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